
 

 

2018 AUTOBACS SUPER GT Report 

SUZUKA GT 300km 

第３戦 鈴⿅サーキット 

ZENT CERUMO LC500 

#38 ⽴川祐路／⽯浦宏明 
◆５⽉ 19 ⽇（⼟） QUALIFY 

公式予選総合結果 10 位（１分 45 秒 987） 
 
 ポールポジションを獲得したものの、
終わってみれば３位。表彰台は獲得し
たが、LEXUS TEAM ZENT CERUMO
にとってやや悔しい結果に終わった第
２戦富⼠スピードウェイから２週間。
SUPER GT は第３戦の舞台となる鈴⿅
サーキットでのレースウイークを迎え
た。鈴⿅でのレースはこれまでの 1000km から 300km に変更されたほか、開催
時季も８⽉から５⽉になり、いろいろな変化があることが予想された。 
 
 公式予選が⾏われた５⽉ 19 ⽇（⼟）は、朝は雲があったものの晴天。前夜に
⾬が降ったものの、ドライコンディションで午前９時からの公式練習を⾛るこ
とができそうだ。前⽇、しっかりと準備を整えた ZENT CERUMO LC500 は、
⽴川祐路にステアリングを託しコースイン。午後の公式予選に向けて⾛⾏を重

ねていった。 
 
 その直後に⾏われたサーキットサファリの時
間までも有効に使いながら ZENT CERUMO 
LC500のセットアップを煮詰めていったLEXUS 
TEAM ZENT CERUMO は、公式練習では⽴川が



 

 

18 周をこなし１分 48 秒 267 というタイムを記録。また、交代した⽯浦宏明は
10 周を⾛り１分 47 秒 099 というベストタイムを記録する。ただ、この⾛⾏か
らライバルが速い。ZENT CERUMO LC500 にはアンダーステアの症状があり、
これを打開しライバルとのタイム差を詰めるべく、公式練習後チームは作業を
進めていった。 
 

 この⽇の鈴⿅サーキットは⾮常に⾵が強く、
チームは⾵に悩まされながらスケジュールを
こなし、午後２時 55 分から予定された GT500
クラスの予選 Q1 に備えた。ただ、GT300 ク
ラスの Q1 で⾚旗中断があったため、当初の
予定から 10 分遅れて Q1 がスタートする。 
 

 ZENT CERUMO LC500 のステアリングを握ったのは⽯浦だ。コースインし、
チームの努⼒によってアンダーステアが改善していることを確認すると、タイ
ヤに熱を⼊れアタックラップに備えていく。ただ⾵は冷たく、タイヤのウォー
ムアップには⾮常に気を遣うコンディション。⽯浦は念⼊りにタイヤを温め、
２分 00 秒 181、１分 55 秒 267 と少しずつラップタイムを上げていくと、４周
⽬にアタックに⼊っていった。 
 
 しかし、セクター１で⽯浦はわずかにタ
イヤの熱が⾃分が望んだ温度に⼊っていな
いことに気付く。セクター２〜４はしっか
りとグリップを感じていたものの、セクタ
ー１でわずかにタイムを伸ばすことができ
なかったのだ。 
 
 加えて、強⾵のなかの予選ながら、ライバルたちが速い。この Q1 から⽯浦を
含め全⾞がコースレコードを更新していくスピードをみせてきたが、ライバル
たちは１分 44 秒台という驚異的なタイムをマークする。⽯浦も１分 45 秒 987
というタイムを残したものの、終わってみれば 10 番⼿。上位８台が進出できる



 

 

Q2 に駒を進めることができなかった。 
 

 LEXUS TEAM ZENT CERUMO にとっ
ては悔しさの残る予選となったが、明⽇の
決勝レースは近年誰も経験がない鈴⿅で
の 300km レース。何が起こるかは分から
ない。チームはしっかりと ZENT 
CERUMO LC500 を仕上げ、上位進出に挑
む。 

 
ドライバー／⽴川祐路 
「予選は少し厳しい結果になってしまいましたね。予想して
いたよりもライバル勢のスピードがあったことも影響したと
思いますが、僕たちのパフォーマンスもいまひとつな部分が
あり、思っていたよりも難しい予選⽇になりました。⽯浦選
⼿もすごく頑張ってくれましたし、明⽇はこのままで終わる
つもりはありません。上位を⽬指して頑張っていきたいと思
います」 
 
ドライバー／⽯浦宏明 
「午前の公式練習から、ニュータイヤでアタックしても 13 番
⼿という順位だったので、周囲と⽐べても厳しい状況だとは
思っていました。アンダーステアの症状があり、それを予選
に向けて改善していきましたが、これは解決できたと思って
います。予選では硬めのタイヤを選びましたが、ウォームア
ップをしきれなかった部分があるので、そこは反省点ですね。
決勝はどうなるか分かりませんし、ペースが速ければ上にい
くチャンスはあると思うので、ウォームアップでしっかり煮詰めて、レースを
頑張りたいと思います」 
 
 



 

 

浜島裕英監督 
「⾮常に厳しい戦いですね。ライバルが速かったのはもちろん事実としてあり
ますが、我々はレクサス勢のなかでもトップにいなければならないと思うので、
その点では残念です。レースは 300km という距離ですが、給油もあります。我々
の作業スピードは遅くないので、そのあたりを上⼿く使って、できるだけ上位
でフィニッシュできるように頑張っていきたいですね」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

予選結果表 
 

Rank Car No. CarName QF Time 

1 8 ARTA NSX-GT 1'44.319 

2 100 RAYBRIG NSX-GT 1'44.473 

3 17 KEIHIN NSX-GT 1'44.834 

4 1 KeePer TOM'S LC500 1'45.181 

5 64 Epson NSX-GT 1'45.202 

6 12 カルソニック IMPUL GT-R 1'45.351 

7 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 1'46.405 

8 36 au TOM'S LC500 1'59.203 

9 19 WedsSport ADVAN LC500 1'45.934 

10 38 ZENT CERUMO LC500 1'45.987 

11 24 ﾌｫｰﾗﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ADVAN GT-R 1'46.013 

12 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 1'46.018 

13 39 DENSO KOBELCO SARD LC500 1'46.211 

14 6 WAKO'S 4CR LC500 1'46.287 

15 23 MOTUL AUTECH GT-R 1'46.306 

 


